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コロナ対策を施した会場設営と会の運営で、同じテーブルの隣同士さえアクリル板越しに話

が遠く、着席で弁当、ビールは６人テーブルで３本くらい、つまらない会と言ってしまうの

は簡単ですが、開催しないよりマシだし、総会実行委員や執行部の皆さんのご苦労が滲みだ

していました。会が始まる前の時間や休憩時間に、旧知の先輩・後輩に挨拶出来ましたし、

思わぬ方と知り合いになる機会もあり、限界があるとはいえ、やはりリアル懇親会に参加し

たことは良かったと思いました。 

講演会「日本の医療の現状と今後について考える」（講師：小宮山伸之さん（７４期）、聖路加

国際病院副院長）は後期高齢者にとって身につまされる話で、１時間の講演を熱心に聴講さ

れていました。私は冠動脈カテーテル治療を受けた実体験者のひとりとして、最新医学（Ｉ

Ｔ、光学、外科技術）に生かされていることを実感しつつ、終末期医療の話を真剣に受け止

めました。最新医学に助けられて、何回か生き延びて、今はお陰様で元気にやっています。 

しかし、最後の最後は延命措置をせずにあっさりと逝きたいと、家族に伝えようと思います。

「少年老い易く学成り難し」を実感する日々ですが、ガンジーの言葉「明日死ぬと思って生

きなさい。永遠に生きると思って学びなさい」のように、生きている限りは日々新たな気持

ちで過ごしたいと思います。生きている

うちに、出来るだけ多くの同期生にお会

いしたいものです。 

 

  （２０２２年６月２７日記） 


